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平和統一運動次世代リーダー育成のための
「私から始まる平和統一大賞」青年スピーチ部門及びエッセイ応募原稿フォーマット

■「私から始まる平和統一大賞」とは

　’為に生きる’神様主義の真の愛を根本精神として国籍と思想、組織を超越して、国内外の韓民族の和合と統一の実現を目指す平和統一聯合は、2024年より平和統一運動を同世代や後に続いていく世代の力とするために、この賞を創設いたしました。

■今年の募集テーマは「喜び」
ちょっとした小さな喜びから、大きな喜びまで、自分が体験してきたエピソードが、今の時代に合う平和統一運動にどのように役に立つことができるのかを問いかけます。家族や友人・知人との出会い、大自然との出会いなど、様々なエピソードを募集いたします！

	応募条件
	平和統一聯合に所属している会員、担当者。または左記から紹介を受けた方。

	募集期間
	青年スピーチ部門：
募集日程及び大会日程は、ホームページ及び機関誌『平統解放』にてお知らせ致します。
※ 第１連合会（北関東・東京・南関東）、第２連合会（北海道・東北）、第３連合会（東海、北信越）、第４連合会（近畿・中国・四国）、第５連合会（九州・沖縄）において、2026年6月14日（日）まで地方予選を行い、それぞれ代表１名を選抜し、本部に映像提出。
会員及び一般部門　エッセイ募集：　2026年４月１日（水）～2025年６月14日（日）

	スピーチ
原稿規程
	【青年スピーチ部門】
５分以上７分以内（制限時間を超過した場合は減点）。※パワーポイント使用可。
【会員及び一般部門　エッセイ募集】
800字以上3000字以内、１人１点。
※両部門とも主となる言語を日本語で行うこと。部分的に韓国・朝鮮語、または他国の言語を使用しても良いが、日本語の意味を付け加えること。

	応募方法
	Wordファイルのまま、応募フォームよりご応募ください。※ 青年スピーチ部門に応募の方も、同様に原稿を提出してください。郵送、FAXでのご応募はご遠慮いただいております。

	発表
	2026年６月下旬　ホームページにて公開。
入賞者には、メールまたはお電話にて直接ご連絡をさしあげます。
両部門の大賞受賞者は、７月４日東京都内の記念行事でスピーチします。
その交通費は本部負担。




題名：「違いを認め、共感で繋ぐ未来」
お名前：山本泰雅　北海道　札幌創成

(下記より本文をご記入ください)

「違いを認め、共感で繋ぐ未来」
　札幌創成支部　山本泰雅

皆さんは、自分の好きなこと、自分のルーツ、思想、宗教を否定されたことはありますでしょうか。

否定されることが怖くて、隠し続けている方もいらっしゃるかもしれません。

平和統一運動に関わる中で、私は『声よ集まれ』という映画に出会いました。そこで、在日コリアンの方々が迫害されてきた事実を知りました。

映画の中では、その不条理に対して堂々と声を上げ、戦う人々の姿が描かれていました。しかしその一方で、「迫害が怖くて、在日であることを隠して生きるしかなかった人々が、どれほどたくさんいたか」という悲しい事実も知ったのです。

その話を聞いたとき、僕は他人事とは思えませんでした。なぜなら、自分はメディアから沢山批判されている家庭連合という宗教の二世であり、それを知られたら、否定されるかもしれない。友達がいなくなるかもしれない」と、本当の自分を隠していたからです。

勇気を出して友達に打ち明けたとき、その場で逃げるような素振りをされました。後日LINEで遊びに誘うと、「しばらく遊べないかも」と返ってきました。二世だから断られているんじゃないか。そう思うと、悲しくなりました。その孤独が、在日の方々の痛みと重なりました。

そして、僕は韓国文化が大好きです。
「큰절（クンジョル）」という文化があります。ひざまずき、両手を床につけて、頭を深く下げて、親への深い感謝と敬意を示す礼法です。この文化を実践してから、親の目を見て話し合うようになり、感謝できる瞬間が増えていきました。その喜びを誰かと分かち合いたくて、友達に伝えたとき、こう言われました。
「なにそれ、気持ち悪い。」
素晴らしいと思って共有した文化を、否定された瞬間でした。在日の方々も、こうした否定を何度も経験してきたのかもしれない、と思いました。

だから僕は、誰も否定されない、互いに違いを認め合える世界を作りたいです。そのために、まず身近な人から尊重することにしました。

僕と同じ職場にLGBTQプラスの友達がいます。正直に申し上げると、僕はLGBTQプラスについて、理解できていない部分もあります。
その友達はサブカル系の派手なファッションをしていて、「人の視線を気にせず、好きな姿になれる世界になってほしい」と言っていました。そして僕にも一緒にサブカルの服を着てほしいと言ってくれました。

こんな派手な服は目立つし恥ずかしいので「TPOを考えよう」と言って、職場的には全く問題ないのに、自分が着たくないだけで否定してしまいました。
そんなとき、平和統一聯合の姜京姫会長の派手な姿を見て、「自分も派手になっていいんだ」と思いました。

友達と一緒に服を選んで職場に着て行くと、「似合ってる」「可愛い」と言われました。恥ずかしいと思っていたのは、自分だけだったのです。なによりその友達が、本当に嬉しそうでした。その笑顔が、僕にとっての喜びになりました。

そして、LGBTQプラスというだけで否定されたり、傷ついたりするのは悲しいで「LGBTQプラスも含め、すべての人が尊重される社会を作りたい」と伝えました。

どんな言葉が傷つくか聞いてみると、「男なんだからもっと食べなさい」とか「全然LGBTQ＋って感じしないね」と言われることが辛いと教えてくれました。在日の方々も、「日本人なんだからこうしなさい」とか「在日って感じしないね」という言葉に傷ついてきたのではないでしょうか。

そしてもう一人、違いを認め合えた人がいます。それは仏教徒で宗教和合を願う友達です。

彼の仏教の教えは納得感があり面白いのですが、正直、自分の信仰と違うので、どう向き合えばよいか戸惑っていました。布教しようと接すると、気まずくなる瞬間も多くありました。
転機となったのは一緒に登壇したトークショーでした。愛について語り合ったとき、「人を喜ばせることが、自分の人生を幸せにする」という点で心が一致しました。会場も大いに盛り上がり、最高の時間になりました。

そこから、布教をするのではなく、違いを認めて向き合う事ができるようになりました。

一緒に話していて楽しいので、頻繁に食事に行くようになりました。ある夜、用事があって帰ろうとすると、
「まだ帰らないでよー！」と言われ、それが嬉しくて。お互いずっと一緒にいたいと思える、そんな家族になれたと感じました。宗教や考え方が違っても、共感がきっかけで家族になれる。そのことを身をもって学びました。
在日の韓国人と朝鮮人の方々も、主義や思想は違うかもしれません。でも、根は同じ民族です。

文化や境遇で共感し合い、いつか家族になり、統一された韓半島で抱き合える日が来ると、僕は信じています。
そのために、僕は今日も平和統一運動を続けてまいります。
ご清聴ありがとうございました。
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